
書式第７号（法第１０条関係） 

 

特定非営利活動法人シニアの再チャレンジを支援する会 

第1４回 理 事 会 議 事 録 
 

１． 開催日時：２０２４年５月２４日 金曜日 13：30～14：30 

  

２． 開催場所：IKEBIZ４階（法人事務所）及びZoomを活用したオンライン会議システム 

    

３．  理事総数：５名   

出席した理事の数 ４名：岩熊 徹・名古屋 美鳥・宮﨑 弘行・林 俊雄 

表決委任者 1名：青木 美恵 

 

その他オブザーバーとして、２０２４年理事就任予定の宇都宮由美氏が参加 

 

３． 審議事項 

第１号議案：理事の選任について 

   第２号議案：令和５年度事業報告 

  第３号議案：令和５年年度決算報告    ＊）鑑査報告書添付 

  第４号議案：令和６年度事業計画（案） 

  第５号議案：令和６年度活動予算（案） 

 

  ５．議事の経過の概要及び議決の結果 

  定刻に至り、司会者が開会を宣した。本日の出席者数の報告があり、定款３１条にもと

づき理事会が定足数を満たし成立したことが告げられた。なお定款３３条により本会の議

長には岩熊徹氏を選出。続いて、議事録署名人について、林 俊雄氏と宮崎 弘行氏の２名

が選任され、いずれも異議なく承認された。議事運営は資料をもとに事務局宮崎 弘行氏よ

り説明され、各議案について審議された。また監事の門脇 雅人氏より報告された決算監査

報告が代読され、事業執行と会計報告が妥当である旨、報告された。その後、議長が議場

に対し、挙手による採決を求めたところ、当理事会において審議された全議案に対し、参

加理事全員が異議なく、定時総会に付議されることが議決された。なお議決の詳細は下記

のとおり 

 

（審議事項）   

第１号議案：理事選任の件 

   役員任期満期による、本年役員の改選として、岩熊徹氏・名古屋美鳥氏・宮﨑弘行

氏・林俊雄氏・青木美恵氏の 5 名が理事として再任、宇都宮由美氏が理事として新任、

門脇雅人氏が監事として再任する旨報告され、2024 年 7 月 1 日からの新役員として就

任することが、出席者全員の賛成により異議なく了承された。その後開催する理事会

で、理事長として名古屋美鳥氏、副理事長に宮崎弘行氏を、全理事の一致をもって選

出することが、参加理事全員の賛成により了承された。  

  第２号議案：令和５年度事業報告 

令和５年度の事業内容について報告された。その後、議長より裁決を求めたところ、

参加理事全員が意義なく議決した。 

  第３号議案：令和５年年度決算報告 

作成された決算報告についての説明が行われ、事業執行と会計報告が妥当である旨、

報告がなされた。その後、議長より裁決を求めたところ、参加理事全員が意義なく議

会社保存用 





２０２４年５月２４日

特定非営利活動法人「シニアの再チャレンジを支援する会」
第１４回 理事会 議案書

日時 ： ５月２４日（金）１３時３０分～

場所 ： 「IKEBIZ 4階又はZoomを活用したオンライン会議システムによる開催」

総会議案 ： 次の通り

審議事項

第1号議案 ：理事の選任について
第2号議案 ：令和５年度事業報告
第3号議案 ：令和５年年度決算報告
第4号議案 ：令和６年度事業計画（案）
第5号議案 ：令和６年度活動予算（案）

報告事項

１. チャリテイコンサート開催の件
２．５５回日本子どもの本研究会全国大会参加の件
３. タガログ語翻訳プロセスの件

    

以上
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第１号議案

理事の選任について

2

＊）理事任期満了に伴う、2024年理事の選任は次のとおりです。
①再任 全理事・監事は再任となります。

         ②新任 宇都宮 由美さんが新任されます。
③選任の時期、定款15条により、7月1日からの任期となります。

＊）理事長及び副理事長の選任について
理事長には名古屋美鳥氏、副理事長に宮崎弘行氏を選任予定です。

＊）個人情報保護の観点から、住所記述省略しています。
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１ 事業の成果

令和5年度は新型ｺﾛﾅ感染の影響から開放され､回復の兆しを実感する年となり
ました｡3本柱の事業のうち､教育事業は前年同様､地域連携事業としての｢あむあ
むﾆｯﾄ教室｣を開校､但し講師の体調の影響もあり､教室はｵﾝﾗｲﾝ活用などで継続い
ただきましたが､翌年の継続については課題が残りました｡ﾏｯﾁﾝｸﾞ事業としての
新規案件はなく､実績を残す事はできませんでした｡自主運営事業としては､ﾌｨﾘ
ﾋﾟﾝに本をおくる会の活動を中心に次の活動を展開しました｡

①活動支援ｺﾝｻｰﾄはさいちゃれ初めて企画運営するｲﾍﾞﾝﾄとして5年ぶりに開催
しました｡当日は会場の入場制限数211名の支援者の皆様をお迎えすることが
出来ました｡また来年には姉弟ﾃﾞﾕｵ･ﾚ･ｸﾛｯｼｭを迎えて開催を予定します｡

②資金活動である｢あむあむﾆｯﾄ即売会｣は大宮ｱｯﾌﾟﾙﾊｳｽでの2回のみの開催とな
り､千早会場を活用出来ないことにより減額となりました｡今後は代替会場の
確保が課題です｡

③紙芝居ｺﾝｸｰﾙでは､制作を支援するSPMｽﾀｯﾌの結婚･出産が続き､十分な支援体
制が作れなかったこともあり1作品のみの参加となりました｡

④本年度翻訳のﾌﾟﾛｾｽは､CHAT GPTを活用する事により､日本語から英語翻訳経
由してのﾀｶﾞﾛｸﾞ語翻訳が可能となりました｡結果､長く止まっていた新規絵本
の翻訳作業がようやく進むようになりました｡なおこの翻訳については現地
SPMﾏﾘｽの支援ｸﾞﾙｰﾌﾟによる校正を得て完結することを条件としています｡さ
らに､翌年には支援の要請を私立中学高校と交渉をしており､ﾏｯﾁすれば､強い
支援体制を構築することが可能となります｡

⑤現地支援として従来月3万円の支援をしていましたが､長く据え置いたﾎﾞﾗﾝﾃｲ
ｱ報酬値上げの為､9月より月4万円に改定しました｡また老朽図書館の修繕と
して､ﾏﾝｶﾞﾊﾝ図書館の扉修復･ﾏｶﾞﾀ図書館の屋根修繕･ﾗﾄﾝ図書館のひび割れた
入り口と壁の修繕を実施しましたが､いずれも応急処置であり､ﾏｶﾞﾀ図書館の
ﾘﾌﾚｯｼｭ工事は､翌年に持ち越しました｡

昨年より開始したｲﾝﾄﾞourschool支援は2回目の発送を行いましたが､助成金支
援が得られなかったため､資金的に厳しく､今後の支援は助成金受領を前提に進
めるようにいたします｡

最後に本年度の助成金の状況は､５件の申請を行い､1件の取得もなりませんで
した｡活動にとって､助成金による支援は大きなｳｴｲﾄを占めるため､翌年は本年以
上に積極的に申請活動を進めていまいります｡

第２号議案
令和 ５年度事業報告
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第２号議案

２ 事業の実施に関する事項

＊）２ その他の事業の実績はありません

令和 ５年度事業報告
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第３号議案

令和 ５年度決算報告（活動計算書・財産目録）

5
＊）当財産目録は、所定手続後、内閣府NPO法人ポータルサイトにおいて公表します。
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第４号議案

令和 ６年度事業計画（案）
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１．事業実施の方針

2024年度活動は次のとおり事業を計画し推進します。

①プロジェクト事業としては、フィリピンに本を送る会の活動事業におけるマガタ第
２図書館の再建には、所有権の問題など解決するべき問題が多く、翌年以降の課題と
して繰り延べる。但し喫緊の課題として、安心安全に利用できる図書館へのリフレッ
シュ・老朽化した書籍のリフレッシュを目指します。

②フィリピンに本をおくる会の活動を資金活動は、あむあむ即売会を年間4回の開催、
ニットつくり教室の開催（保谷教室）、ボランテイアコンサート開催（1回）等によ
り前年同様、積極的な活動を展開します。

③タガログ語の本作りの活動は、翻訳準備の為の英語翻訳など、順天高校の支援が決
定しました。その他支援の拡大を積極的に展開します。

④インドOurschool支援事業については助成金の獲得を前提に事業の拡大を計画します。
助成金の獲得なしの場合、最低限の支援にとどめます。

⑤サイト構築等、支援事業については、新規2件の支援受託を目指します。

⑥マッチング事業としては、現時点では未定ですが、新規案件と協業先の開発を目指
します。

⑦社会活動の為の再教育事業は、年間を通して可能であることを前提に、IT教育を中
心に講義を計画します。

⑧さいちゃれ活動推進の為、助成金申請活動は、前年同様積極的に展開します。また
さいちゃれ活動の紹介と新規会員加入の為の広報活動は積極的に推進します。



第４号議案

令和 ６年度事業計画（案）
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第５号議案
令和６年度活動予算（案）

（収益）
１）2024年度会員20名を目指します（現時点で17名）
２）寄付金収益特定寄付前年＋30万を目指します。（前年54.7万）
３）助成金獲得 100万を目指します。（前年申請 5件０円）
（費用）
１）現地図書館・老朽図書のリフレッシュプランとして50万を計画
２）フィリピン訪問支援（12月）15万を計画
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報告事項

１. チャリテイコンサート開催の件
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2023年には、醍醐さん他に出演いただき、５年ぶりのチャリテイコンサー
トを開催することができました。また2024年には次のコンサート開催を予定
しますので、積極的なご支援・ご参加よろしくお願いいたします。

2024年コンサートは、左記のとおり、
10月13日、自由学園 明日館講堂で開
催します。
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報告事項

２．５５回日本子どもの本研究会全国大会参加の件
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第56回全国大会は、下記の日程にて行われます。本年はさいちゃれのみでの参加と
なりますので、ご支援頂ける方はぜひご支援ください。
（56回開催）
・期日 202４年７月2７日・２８日（全国大会）
・会場：国立オリンピック記念青少年総合センター

場所センター棟１０１（１日目は小ホールのロビー展示です。）

３. タガログ語翻訳プロセスの件
順天高校の皆様に、翻訳プロセスの内
１．原稿の英語翻訳支援
２．本つくり支援
にご参加頂くことになりました。なおこの支援は、授業の一環で実施され、
1年を通しておおよそ8名の生徒さんが参加されます。

（翻訳に参加される順天高校の皆様）
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